
第 1章

紙面を呼ぶ言葉

本を作る現場には、紙面のあちこちを呼び分ける言葉がある。編集者と組版者

とデザイナーが同じ言葉を使えば、指示は短く、間違いも少なくなる。本章では、

日本語の本づくりで使われる基本的な用語を、紙面の名前、文字の大きさと書体、
約物と組版の規則の三つに分けて紹介する。

1.1　紙面の名前

ページのうち、本文が組まれる範囲を版
はん

面
めん

という。版面の外側の余白には、そ

れぞれ名前がある。上の余白が天
てん

、下の余白が地
ち

、綴じる側の余白がのど、その

反対側が小
こ

口
ぐち

である。横組みの本では、のどは左ページの右側と右ページの左側

にくる。

余白に置かれる書名や章の名前を柱
はしら

と呼び、ページの番号をノンブルと呼ぶ。

ノンブルはフランス語の nombre から来た言葉で、印刷所ではいまも普通に使
われている。柱とノンブルは同じ行に並べることが多く、まとめて「柱」と呼ぶ

人もいる。

1.2　文字の大きさと書体

金属活字の時代、文字の大きさは号
ごう

数
すう

で呼ばれていた。本文に多く使われた五

号は、いまの 10.5 ポイントに当たる。ポイントは欧米から入った単位で、DTP
では 1ポイントを 72分の 1インチ、約 0.353ミリとする。
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写真植字、略して写
しゃ

植
しょく

の時代には、文字の大きさを級
きゅう

、行の送りを歯
は

で測った。

どちらも 0.25 ミリを単位とし、13 級は 3.25 ミリの大きさになる。写植の文字
盤は、1990年代に DTPが広まると使われなくなったが、級と歯はいまもデザイ
ンの指定に残っている。

書体では、縦の線が太く横の線が細い明朝体が本文に、線の太さがそろったゴ

シック体が見出しや注に使われる。明朝体の名は中国の明の時代の木版の文字に、

ゴシック体の名は欧文のサンセリフを指した英語の呼び名に由来する。

1.3　約物と組版の規則

句読点や括弧のように、文字以外の記号を約
やく

物
もの

という。句
く

読
とう

点
てん

の「、」と「。」

は全角の幅を持ち、括弧と並ぶと間を詰めて組む。行の頭に「。」や「」」が来た
り、行の末に「「」が残ったりしないように行の分け方を調整する処理を、禁則
処理という。日本語の組版の規則は、日本工業規格の JIS X 4051「日本語文書の
組版方法」にまとめられ、W3C の JLReq「日本語組版処理の要件」がその内容
を英語でも紹介している。

漢字の読みを小さな仮名で示すものをルビと呼ぶ。ルビの名は、5.5 ポイント
の活字を英国で ruby と呼んだことに由来する。語を強調するために文字の横に
打つ点は圏

けん

点
てん

といい、縦組みでは文字の右に、横組みでは上に置く。

縦組みの中で二桁の数字などを横に並べて一字分に収めるのが縦
たて

中
ちゅう

横
よこ

、本文の

行の中に小さな文字の注を二行に割って入れるのが割
わり

注
ちゅう

である。見出しを本文の

何行分かの幅に収めて組むことを行
ぎょう

取
ど

りといい、3 行取りの見出しなら、前後の
本文の行の位置を変えずに済む。

これらの言葉の多くは、活字の時代から写植、DTP へと道具が変わっても使
われ続けてきた。道具が変わっても、紙面の上で解くべき問題が同じだからで

ある。

10 組版の言葉



五十音順

索引

D
DTP　10

J
JIS X 4051　10
JLReq　10

か行

級　10　→歯も見よ
行取り　10
禁則処理　10
句読点　10
圏点　10
号数　9
小口　9
ゴシック体　10

さ行

写植　10　→DTPも見よ

た行

縦中横　10
地　9
天　9

な行

のど　9

ノンブル　9　→柱も見よ

は行

歯　10
柱　9
版面　9
振り仮名　→ルビ

ポイント　9
傍点　→圏点

ま行

明朝体　10

や行

約物　10

ら行

ルビ　10

わ行

割注　10

A specimen chapter written for the Postext
Cookbook; the book is fictitious. The index files
each term by its reading, taken from the furigana
or from yomi. Set in Noto Serif JP and Noto Sans
JP (SIL OFL). Text: CC BY 4.0.
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